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開 
 

目 
 

抄 
佐
渡
国
誌
に
よ
る
と
、 

「
日
蓮
ノ
佐
渡
ニ
ア
ル
三
年
間
、
他
宗
僧
徒
ノ
迫
害
ア
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
、
ソ
ノ
学
徳
ノ
高
キ
ニ
服
シ
、
改
宗
帰
依 

 
 
 

シ
タ
ル
モ
ノ
、
多
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
所
在
ノ
地
頭
等
ノ
保
護
モ
益
々
厚
カ
リ
シ
ハ
、
日
蓮
サ
ッ
テ
後
、
数
年
ソ
ノ 

 
 

宗
、
寺
院
ノ
開
基
セ
ラ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
至
レ
リ 

 

案
ス
ル
ニ
是
ヨ
リ
以
後
ノ
宗
教
界
ニ
一
沿
革
ヲ
生
シ
タ
ル
カ
如
シ
、
日
蓮
ノ
在
島
中
主
ト
シ
テ
之
レ
ニ
反
抗
シ 

 
 
 

タ
ル
モ
ノ
ハ
、
浄
土
宗
ノ
僧
侶
ニ
シ
テ
、
日
蓮
ノ
遺
文
ニ
ヨ
レ
バ
印
性
房
慈
道
房
ノ
如
キ
ハ
常
に
他
宗
二
先
ダ
チ 

 
 

テ
、
最
モ
勢
カ
ア
リ
（
或
ハ
鎌
倉
極
楽
寺
ノ
良
観
房
ノ
使
嗾
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヘ
キ
モ
）
タ
ル
ヲ
見
レ
ハ
、
当
時 

 
 
 

該
宗
ノ
広
ク
弘
布
シ
テ
寺
院
モ
相
当
備
ハ
リ
タ
ル
ヘ
キ
二
日
蓮
宗
ノ
漸
ク
盛
ナ
ル
ニ
及
テ
ハ
、
ソ
ノ
宗
漸
ク
衰
ヘ 

 
 
 

ソ
ノ
盛
衰
ノ
状
ハ
恰
モ
反
比
例
ナ
シ
タ
ル
カ
如
ク
思
ハ
ル
、
真
言
曹
洞
二
宗
ノ
如
キ
ハ
今
猶
ホ
幾
多
ノ
大
寺
ア
リ 

 
 
 

テ
往
昔
ノ
盛
況
ヲ
想
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ア
ル
モ
、
浄
土
宗
二
至
リ
テ
ハ
、
寺
数
甚
ダ
少
ク
シ
テ
悉
ク
貧
地
ナ
ル
ノ
ミ 

 
 
 

ナ
ラ
ズ
、
ソ
ノ
開
基
モ
天
正
以
前
二
於
テ
セ
ル
モ
ノ
ハ
極
ノ
テ
少
ク
、
大
抵
ハ
皆
江
戸
幕
府
ノ
初
メ
テ
建
立
シ
タ 
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ル
モ
ノ
ニ
テ
、
一
時
同
宗
ノ
非
常
二
衰
微
シ
タ
ル
事
ア
ル
ヲ
推
知
セ
ラ
ル
ル
ナ
リ
、
之
レ
ニ
反
シ
テ
日
蓮
宗
ハ
一 

 
 
 

ノ
谷
ナ
ル
妙
照
寺
、
竹
田
ナ
ル
妙
宣
寺
ノ
如
キ
八
日
蓮
ノ
在
世
ニ
ス
デ
ニ
、
ソ
ノ
基
ヲ
開
キ
テ
忽
チ
ニ
大
寺
ト
ナ 

 
 

リ
、
後
チ
ニ
タ
テ
タ
ル
根
本
寺
卜
共
ニ
、
今
尚
ホ
、
ソ
ノ
寺
格
ヲ
保
チ
テ
北
陸
ノ
名
刹
タ
リ
」 

と
あ
る
。
塚
原
問
答
の
影
響
が
、
第
三
者
の
手
で
か
か
れ
て
お
る
の
で
引
用
し
て
み
た
。 

 

最
近
の
研
究
で
あ
る
、
「
浄
土
思
想
」
民
族
学
、
池
上
広
正
氏
は
（
昭
三
九
・
二
・
六
）
の
毎
日
新
聞
紙
上
で 

 
 

「
徳
川
家
康
一
族
が
浄
土
宗
で
あ
っ
た
の
で
、
秀
吉
に
味
方
し
た
大
名
た
ち
の
多
く
が
、
家
康
に
帰
順
後
は
、
に 

 
 
 

わ
か
に
、
浄
土
宗
に
改
宗
し
た
こ
と
は
、
宗
教
と
政
治
と
の
結
合
と
い
う
点
て
興
味
ぶ
か
い
。
（
天
正
以
後
佐
渡 

 
 
 

に
念
仏
の
寺
の
出
来
た
理
由
が
わ
か
る
）
去
年
の
春
、
私
は
若
い
六
人
の
宗
教
学
者
と
一
緒
に
最
近
の
仏
教
主
要 

 
 
 

宗
派
の
総
寺
院
数
と
こ
れ
に
対
す
る
各
宗
派
別
寺
院
数
の
比
率
を
調
べ
、
ま
た
そ
の
、
全
国
分
布
の
状
態
を
調
べ 

 
 
 

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
総
寺
院
数
六
九
四
三
寺
の
う
ち
日
蓮
系
一
割
弱
、
真
言
、
天
台
二
割
強
、
禅
系 

 
 
 

三
割
弱
、
浄
土
系
四
割
と
な
り
、
浄
土
系
の
比
率
が
最
も
た
か
く
、
ま
た
そ
の
分
布
地
域
は
、
北
海
道
、
上
越
、 

 
 
 

北
陸
、
中
部
、
近
畿
、
紀
伊
中
国
、
九
州
中
央
部
に
ま
で
及
ん
で
い
て
、
こ
の
分
布
地
域
は
、
他
の
諸
宗
派
に
比 

 
 
 

べ
る
と
、
か
な
り
広
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
」 

と
あ
る
。
東
京
タ
ワ
ー
で
今
は
有
名
に
な
っ
て
お
る
芝
増
上
寺
も
、
昔
は
日
蓮
宗
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
徳
川
家 

 
 
 
 

康
が
江
戸
入
り
の
途
中
、
あ
そ
こ
ま
で
き
て
、
休
息
し
た
時
、
茶
を
の
み
な
が
ら
、
こ
の
寺
の
宗
旨
は
と
き
か 

 
 
 

れ
、
日
蓮
宗
で
ご
ざ
い
ま
す
と
答
え
た
ら
、
そ
れ
は
い
か
ん
、
以
後
浄
土
宗
に
な
れ
と
言
わ
れ
て
、
住
職
は
追
い 
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だ
さ
れ
て
今
の
よ
う
に
浄
土
宗
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
「
神
君
の
御
一
言
」
で
返
答
な
ぞ
は
無
用
で
あ
っ 

 
 
 

た
の
だ
。 

 

さ
て
、
以
上
の
引
用
に
よ
っ
て
、
浄
土
宗
が
何
故
勢
力
を
得
た
か
の
理
由
も
は
っ
き
り
し
た
訳
で
あ
る
。
大
聖 

 
 
 

人
の
末
弟
と
称
す
る
徒
輩
な
ら
、
四
箇
の
格
言
の
第
一
番
た
る
念
仏
無
間
を
絶
叫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ 

 
 
 
 

が
全
日
仏
や
日
仏
連
等
を
み
る
と
、
中
々
そ
う
で
は
な
い
。
大
聖
人
の
精
神
を
忘
れ
て
い
る
日
蓮
門
下
が
多
い 

 
 
 
 

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 

大
聖
人
さ
ま
の
仏
法
は
、
末
法
万
年
の
教
え
で
あ
る
か
ら
、
念
仏
宗
が
今
以
っ
て
一
番
勢
力
が
あ
る
と
言
う
こ 

 
 
 

と
は
、
い
よ
い
よ
、
折
伏
の
精
神
に
徹
し
て
、
我
等
は
広
宣
流
布
に
い
き
が
い
を
感
ず
る
も
の
だ
と
確
信
す
る
。 

 

さ
て
、
大
聖
人
さ
ま
は
、 

「
十
一
月
一
日
（
文
永
八
年
）
に
六
郎
左
衛
門
が
家
の
う
し
ろ
、
塚
原
と
申
す
山
野
の
中
に
、
洛
陽
の
蓮
台
野
の 

 
 
 

よ
う
に
死
人
を
捨
つ
る
所
に
、
一
間
四
面
な
る
堂
の
仏
も
な
し
、
上
は
板
間
あ
は
ず
、
四
壁
は
あ
ば
ら
に
雪
ふ
り 

 
 
 

つ
も
り
て
消
ゆ
る
こ
と
な
し
、
か
か
る
所
に
し
き
が
は
打
ち
し
き
蓑
う
ち
き
て
、
夜
を
あ
か
し
日
を
く
ら
す
、
夜 

 
 
 

は
雪
雹
雷
電
ひ
ま
な
し
、
昼
は
日
の
光
も
さ
さ
せ
給
は
ず
心
細
か
る
べ
き
す
ま
い
な
り
」
（
註
一
）
（
全
集
九
一 

 
 
 

六
ペ
ー
ジ
） 

 

さ
て
、
開
目
抄
の
下
に
、 

「
日
蓮
と
言
い
し
者
は
去
年
九
月
十
二
日
、
子
丑
の
時
に
頸
は
ね
ら
れ
ぬ
。
こ
れ
は
魂
魄
佐
土
の
国
に
い
た
り 
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て
、
返
る
年
の
二
月
雪
中
に
し
る
し
て
有
縁
の
弟
子
に
贈
く
れ
ば
、
お
そ
ろ
し
く
て
お
そ
ろ
し
か
ら
ず
、
み
ん
人 

 
 
 

い
か
に
お
ぢ
ぬ
ら
ん
」
（
註
二
）
（
全
集
二
二
三
ペ
ー
ジ
） 

と
の
御
文
章
が
あ
る
が
、
雪
中
に
お
い
て
世
界
人
類
の
盲
目
を
開
く
の
書
が
か
れ
た
こ
と
は
大
い
に
意
義
が
あ
る 

 
 
 

の
で
あ
る
。
私
の
「
富
士
の
巻
の
一
」
は
、
戦
後
早
々
で
机
が
買
え
な
く
て
、
古
塔
婆
で
こ
し
ら
え
た
机
で
書
い 

 
 
 

た
の
だ
が
、
そ
れ
と
こ
れ
と
は
似
る
べ
く
も
な
い
が
、
立
派
な
文
章
は
逆
境
に
お
い
て
こ
そ
な
る
と
実
に
有
難
い 

 
 
 

と
拝
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
塚
原
の
山
野
で
は
到
底
普
通
人
で
は
生
き
て
い
け
る
筈
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
御
心
中
に
お
い
て 

 
 
 

は
「
あ
ら
う
れ
し
や
」
と
法
華
経
体
験
を
心
か
ら
喜
び
「
仏
滅
後
、
二
千
二
百
余
年
が
間
、
恐
ら
く
は
天
台
智
者 

 
 
 

大
師
も
一
切
世
間
多
怨
難
信
の
経
文
を
ば
行
じ
給
は
ず
、
数
数
見
擯
出

さ
く
さ
く
け
ん
ひ
ん
ず
い

（
度
々
自
分
の
す
む
所
を
追
わ
れ
る
こ 

 
 
 

と
）
の
明
文
は
但
日
蓮
一
人
な
り
」
（
註
三
） 

と
覚
悟
さ
れ
て
の
毎
日
の
御
生
活
で
あ
っ
た
。 

「
我
が
身
法
華
経
の
行
者
に
非
ざ
る
か
、
こ
の
疑
い
は
こ
の
書
の
肝
心
、
一
期
の
大
事
な
れ
ば
、
処
々
に
こ
れ
を 

 
 
 

書
く
上
、
疑
を
強
く
し
て
答
を
か
ま
う
べ
し
」
（
註
四
）
（
全
集
二
〇
三
ペ
ー
ジ
）
と
あ
っ
て
、
す
る
こ
と
な
す 

 
 
 

こ
と
が
、
毎
日
法
華
経
の
六
万
九
千
三
百
八
十
四
字
を
身
に
読
む
と
こ
ろ
の
御
生
活
で
あ
っ
た
。  

 

塚
原
問
答
は
先
述
の
如
く
一
月
十
六
日
で
あ
っ
た
が
、
文
永
八
年
の
十
一
月
よ
り
普
通
人
で
は
た
え
ら
れ
な
い 

 
 
 

環
境
に
あ
っ
て
、
こ
の
開
目
抄
の
構
想
を
ね
ら
れ
て
二
月
頃
迄
に
制
作
せ
ら
れ
、
四
条
金
吾
殿
の
使
い
が
こ
ら
れ 
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た
の
で
、
こ
れ
に
托
し
て
、
日
蓮
門
下
に
示
さ
れ
た
の
が
、
開
目
抄
で
あ
る
。 

 
日
道
上
人
の
御
伝
士
代
に
よ
る
と
（
大
聖
人
さ
ま
の
伝
記
で
は
最
古
の
も
の
祖
滅
六
十
年
頃
）
「
日
興
上
人
は 

 
 
 

文
永
四
年
九
月
十
二
日
大
聖
人
の
御
勘
気
の
時
、
佐
渡
の
島
へ
御
供
あ
り
、
御
年
二
十
六
歳
な
り
」
と
あ
る
が
、 

 
 
 

大
聖
人
さ
ま
が
流
人
の
故
に
、
塚
原
に
一
緒
に
お
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
た
と
思
う
。
現
在
の
世
尊
寺
と
い
う
寺 

 
 
 

が
、
日
興
上
人
の
開
基
に
な
っ
て
お
る
所
か
ら
察
す
る
と
、
そ
の
あ
た
り
に
す
ま
わ
れ
て
、
遠
く
か
ら
大
聖
人
さ 

 
 
 

ま
に
御
奉
公
申
し
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

当
時
は
流
罪
人
は
最
初
の
一
か
年
の
生
活
費
は
官
給
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
す
ぎ
る
と
、
自
営
自
活
せ
ね
ば
な
ら 

 
 
 

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
言
う
。
大
聖
人
さ
ま
は
塚
原
問
答
後
自
界
叛
逆
の
難
が
、
的
中
し
て
、
地
頭
の
本
間 

 
 
 

六
郎
左
衛
門
の
捨
邪
帰
正
に
よ
っ
て
、
四
月
に
は
一
の
谷
に
移
ら
れ
て
い
る
。
日
興
上
人
の
御
奉
公
が
公
然
と
な 

 
 
 

っ
た
の
は
こ
の
四
月
以
後
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
は
、
日
興
上
人
は
御
奉
公
の
心
を
も
ち
な
が
ら
、
御 

 
 
 

奉
公
で
き
ぬ
悲
し
さ
を
十
分
に
味
っ
た
こ
と
と
考
え
る
。 

 

日
興
上
人
は
、
こ
の
開
目
抄
の
上
に
、
自
ら
、
法
華
本
門
開
目
抄
と
題
さ
れ
た
。 

「
総
シ
テ
コ
ノ
書
等
二
法
華
本
門
卜
題
ス
ル
コ
ト
ハ
日
興
上
人
ノ
御
尊
意
ナ
リ
、
余
カ
門
徒
ハ
但
開
目
抄
等
ト
ア 

 
 
 

ル
ベ
シ
、
サ
レ
バ
、
法
華
本
門
卜
云
フ
ガ
肝
心
ナ
リ
、
コ
ノ
本
門
ト
ハ
諸
門
流
二
沙
汰
ス
ル
処
ノ
本
門
ニ
ア
ラ
ズ 

 

（
略
）
寿
量
品
ノ
文
ノ
上
ト
文
ノ
底
ト
ニ
テ
沙
汰
ス
ル
処
ナ
リ
、
寿
量
品
ノ
文
ノ
上
ト
ハ
在
世
（
釈
尊
）
ノ
寿
量 

 
 
 

品
ノ
事
、
文
ノ
底
ト
ハ
滅
後
末
法
ノ
寿
量
品
ノ
事
ナ
リ
」
（
註
五
） 
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「
題
二
法
華
本
門
開
目
卜
云
フ
ハ
是
レ
興
師
ノ
深
義
ナ
リ
、
法
華
ノ
二
字
ハ
部
ヲ
挙
グ
ル
ナ
リ
、
本
門
ノ
二
字
ハ 

 
 
 

要
ヲ
ト
ル
ナ
リ
、
開
目
ノ
ニ
字
ハ
、
事
ノ
本
尊
ニ
向
ッ
テ
、
信
ノ
慧
眼
ヲ
開
キ
迩
ヲ
開
シ
テ
本
ヲ
顕
ハ
シ
、
脱
ヲ 

 
 
 

去
ッ
テ
種
ヲ
ト
ル
、
ソ
ノ
証
文
ヲ
引
カ
ハ
文
ニ
曰
ク
「
涌
出
寿
量
ノ
二
品
ニ
ハ
ツ
ク
ベ
キ
」
ソ
ノ
二
ニ
曰
ク
「
寿 

 
 
 

量
品
ヲ
知
ラ
ザ
ル
諸
宗
ノ
学
者
ハ
禽
獣
ニ
同
ジ
」
ソ
ノ
三
ニ
曰
ク
「
寿
量
品
ナ
ク
ン
バ
天
ニ
日
月
ナ
ク
人
ニ
魂
魄 

 
 
 

ナ
カ
ラ
ン
」
ト
、
是
レ
等
ハ
皆
ナ
コ
レ
法
華
本
門
卜
題
ス
可
キ
証
ナ
リ
」
（
註
六
） 

 

以
上
の
註
に
よ
れ
ば
、
我
々
の
信
解
の
上
か
ら
言
う
な
ら
ば
、
単
に
開
目
抄
と
呼
ば
ず
し
て
、
法
華
本
門
開
目 

 
 
 

抄
と
拝
す
る
の
が
、
富
士
の
法
義
の
深
義
を
の
べ
る
由
縁
と
な
る
と
思
う
も
の
で
あ
る
。  

 

富
士
一
跡
門
徒
存
知
事
（
日
興
上
人
法
筆
）
に
は
、 

「
一
、
開
目
抄
一
巻
、
今
開
い
て
上
下
と
な
す
、
佐
土
国
の
御
作
、
四
条
金
吾
頼
基
に
賜
う
、
日
興
所
持
の
本
は 

 
 
 

第
二
転
な
り
、
未
だ
正
本
を
以
て
之
を
校

か
ん
が

へ
ず
」
（
全
集
一
六
〇
四
ペ
ー
ジ
） 

と
あ
っ
て
法
華
本
門
の
四
宇
は
欠
け
て
お
る
が
、
日
要
師
が
（
祖
滅
二
百
十
年
頃
）
み
た
開
目
抄
に
は
、
こ
の
四 

 
 
 

字
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

「
涅
槃
経
に
一
切
衆
生
ノ
諸
ノ
苦
ヲ
受
ク
ル
ハ
皆
是
レ
如
来
ノ
苦
ト
云
々
、
今
ハ
曰
ク
一
切
衆
生
ノ
諸
ノ
苦
ヲ
受 

 
 
 

ク
ル
ハ
皆
コ
レ
日
蓮
一
人
ノ
苦
ナ
リ
） 

 

こ
の
自
覚
に
立
た
れ
て
覚
他
（
他
人
を
さ
と
ら
し
め
る
こ
と
）
せ
し
め
ん
が
た
め
の
開
目
抄
で
あ
る
。
因
み
に 

 
 
 

仏
と
は
大
和
言
葉
で
あ
っ
て
、
煩
悩
が
ほ
と
け
る
と
か
、
仏
教
が
渡
来
し
た
後
に
熱
病
が
流
行
し
た
か
ら
、
ほ
と 
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り
け
が
、
ほ
と
け
に
な
っ
た
等
々
出
典
が
四
つ
五
つ
あ
る
が
、
仏
と
は
本
来
は
自
覚
々
他
、
自
分
も
悟
り
、
そ
し 

 
 
 

て
そ
の
悟
り
を
人
に
教
え
て
他
を
、
覚
ら
し
め
る
の
意
を
仏
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

故
に
大
聖
人
さ
ま
開
目
抄
の
著
述
の
境
地
は
、
如
上
の
自
覚
々
他
即
ち
仏
た
る
の
境
地
か
ら
、
著
述
せ
ら
れ
た 

 
 
 

こ
と
は
動
か
す
こ
と
の
出
来
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
て
は
、
そ
の
開
目
と
は
如
何
な
る
開
目
か
。
「
日
本
国
ニ
此
レ 

 
 
 

ヲ
知
ル
者
ハ
但
日
蓮
一
人
ナ
リ
」
と
言
わ
れ
て
お
る
が
、
今
、
日
要
師
に
従
へ
ば
、 

「
高
祖
聖
人
自
解
仏
乗
ノ
事
、
清
澄
山
ノ
明
星
ノ
池
ニ
テ
本
化
ノ
菩
薩
ナ
レ
バ
此
レ
ニ
テ
自
解
仏
乗
シ
給
ヘ
リ
、 

 
 
 

口
伝
ニ
有
リ
」 

一 

ニ
ハ
経
文
ニ
ア
タ
ツ
テ
ノ
自
解
仏
乗
、
弘
長
ノ
夏
ノ
頃
、
伊
豆
ニ
流
サ
レ
給
ヒ
テ
ト
ガ
モ
ヲ
ボ
ヘ
ヌ
ニ
流 

 
 
 

罪
ハ
不
審
ナ
リ
、
知
法
思
国
ノ
故
ニ
コ
ソ
安
国
論
ヲ
作
ツ
テ
奏
ス
ル
ニ
不
思
議
々
々
々
ナ
ル
哉
ト
ヲ
ボ
シ
メ
シ 

 
 
 

ガ
、
ゲ
ニ
ゲ
ニ
（
実
ニ
）
勧
持
品
ノ
数
数
見
擯
出
ノ
経
文
ニ
ア
ウ
事
ヨ
、
我
ハ
上
行
菩
薩
ナ
リ
ケ
ル
ト
自
解
仏
乗 

 
 
 

シ
給
フ 

二 

ニ
ハ
伊
豆
ヨ
リ
帰
リ
給
ヒ
テ
、
老
婆
ニ
見
参
ノ
為
ニ
安
房
ヘ
下
リ
給
ヒ
シ
時
、
東
条
左
衛
門
ニ
ア
ッ
テ
及 

 
 
 

加
刀
杖
ノ
難
ナ
リ 

三 

ニ
ハ
鎌
倉
ニ
テ
雨
ノ
祈
ニ
ヨ
ツ
テ
良
観
房
等
ノ
讒
言
ア
リ
シ
カ
バ
又
竜
ノ
口
ニ
頸
ノ
座
ニ
ナ
ヲ
リ
給
ウ
コ 

 
 
 

ト
刀
杖
ノ
難
ナ
リ 

四 

ハ
又
佐
渡
ノ
国
エ
流
サ
レ
給
イ
テ
数
数
ノ
二
字
ヲ
伊
豆
ノ
配
所
ノ
時
ハ
一
字
コ
ソ
読
ミ
シ
ニ
今
ハ
二
字
ヲ 
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読
ム
、
サ
テ
コ
ソ
我
ハ
上
行
菩
薩
本
因
妙
ノ
導
師
末
法
下
種
ノ
本
尊
ナ
リ
ケ
リ
ト
自
解
仏
乗
シ
給
イ
テ
コ
ソ
有
縁 

 
 
 

ノ
御
弟
子
ノ
中
に
開
目
抄
ヲ
作
テ
御
遺
シ
有
ケ
ル
ナ
リ
」
（
註
七
） 

と
あ
っ
て
丁
寧
を
極
め
て
開
目
す
る
の
動
機
を
述
べ
ら
れ
て
お
る
。
文
中
私
見
と
は
少
々
異
る
所
も
あ
る
が
、
今 

 
 
 

は
大
綱
を
言
う
て
細
目
に
は
渡
ら
な
い
で
置
き
、
こ
れ
は
後
述
に
ゆ
ず
る
。 

 

 

論
が
飛
躍
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
最
初
に
も
ど
っ
て
、
何
故
開
目
抄
が
書
か
れ
た
か
を
の
べ
て
み
る
。 

大
聖
人
が
佐
渡
配
流
と
な
っ
て
、
大
聖
人
門
下
に
動
揺
の
起
き
た
こ
と
は
十
分
に
察
せ
ら
れ
る
。 

日
朗
上
人
以
下
数
名
の
人
々
は
牢
内
に
と
ら
わ
れ
、
所
領
を
没
収
せ
ら
れ
た
信
徒
も
あ
り
、
所
を
追
わ
れ
た
信 

 
 
 

者
も
い
た
。
な
か
ん
ず
く
、
大
聖
人
の
心
を
痛
め
さ
せ
た
の
は
、

少
し
ょ
う

輔ゆ
う

房ぼ
う

で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
少
輔
房
は
、
文 

 
 
 

永
六
、
七
年
頃
京
都
に
登
っ
て
、
公
卿
の
前
で
法
華
経
を
講
義
し
た
こ
と
を
威
張
っ
て
、
大
聖
人
に
報
告
し
て
、 

 
 
 

う
ん
と
叱
責
せ
ら
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
大
聖
人
の
門
下
を
退
転
し
て
、
大
聖
人
の
竜
の
口
や
、
佐
渡
の
難
が 

 
 
 

出
来

し
ゅ
う
ら
い

す
る
と
、
自
己
の
先
見
の
明
あ
る
を
誇
り
、
大
聖
人
の
門
下
の
道
俗
を
誘
惑
し
て
退
転
せ
し
め
た
。 

「
大
魔
の
つ
き
た
る
者
ど
も
は
一
人
を
教
訓
し
を
と
し
つ
れ
ば
、
そ
れ
を
引
懸

ひ
っ
か
け

に
し
て
多
く
の
人
を
せ
め
お
と
す 

 
 
 

な
り
。
日
蓮
が
弟
子
に
少
輔
房
と
申
し
、
能
登
坊
と
言
い
、
名
越
の
尼
な
ん
ど
申
せ
し
者
ど
も
は
、
慾
ふ
か
く
、 

 
 
 

心
臆
病
に
愚
痴
に
し
て
而
も
智
者
と
名
乗
り
し
や
つ
ば
ら
な
り
し
か
ば
、
事
の
お
こ
り
し
時
、
た
よ
り
を
え
て
、 
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多
く
の
人
を
お
と
せ
し
な
り
」
（
全
集
一
五
三
九
ペ
ー
ジ
） 

と
は
少
輔
房
が
自
分
以
外
の
、
沢
山
の
人
々
の
信
仰
を
退
転
さ
せ
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。 

 

大
聖
人
が
、
伊
豆
流
罪
以
後
は
、
法
華
経
の
行
者
と
常
に
称
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
れ
を
、
少
輔
房
、
能
登 

 
 
 

坊
、
名
越
の
尼
、
三
位
日
行
、
大
進
坊
等
々
が
大
聖
人
さ
ま
の
門
下
を
愚
弄
し
て
、 

「
日
蓮
が
、
法
華
経
の
行
者
と
言
っ
て
お
る
が
、
日
蓮
が
常
に
口
に
し
て
い
る
法
華
経
か
ら
み
れ
ば
、
大
変
な
相 

 
 
 

違
で
あ
る
。
法
華
経
の
安
楽
行
品
に
「
天
の
諸
々

も
ろ
も
ろ

の
童
子
を
以
て
給
使
を
す
る
。
刀
杖
も
加
え
ず
、
毒
も
害
す
る 

 
 
 

こ
と
が
出
来
な
い
」
又
「
も
し
人
に
く
み
の
の
し
ら
ば
口
則
ち
閉
塞

へ
い
そ
く

せ
ん
」
薬
草
喩
品
（
法
華
経
第
五
）
に
は 

 
 
 

「
現
世
は
安
穏
に
し
て
後
生
は
善
処
な
ら
ん
」
陀
羅
尼
品
（
法
華
経
第
二
十
六
）
「
頭
破
ぶ
れ
て
七
分
と
な
る
こ
と 

 
 

阿あ

梨り

樹じ
ゅ

の
枝
の
如
く
な
ら
ん
」
勧
発
品
（
法
華
経
二
十
八
）
「
亦
現
世
に
於
い
て
そ
の
福
報
を
得
ん
」
「
も
し
も 

 
 
 

ま
た
こ
の
経
典
を
受
持
せ
ん
者
を
見
て
そ
の
過
悪
を
出
だ
さ
ん
、
も
し
は
実
に
も
あ
れ
、
も
し
は
不
実
に
も
あ 

 
 
 

れ
、
こ
の
人
現
世
に
白
癩
の
病
を
得
ん
」
（
全
集
二
三
〇
ペ
ー
ジ
） 

 

安
楽
行
品
に
曰
く
「
楽ね

が

っ
て
人
及
び
経
典
の
過
を
説
か
ざ
れ
、
亦
諸
余
の
法
師
を
軽
慢
せ
ざ
れ
」
（
全
集
二
三 

 
 
 

四
ペ
ー
ジ
） 

等
々
の
法
華
経
を
引
用
し
て
大
聖
人
に
反
対
し
た
、
し
か
も
名
越
の
尼
な
ぞ
は
、
大
聖
人
さ
ま
が
鎌
倉
に
で
た
建 

 
 
 

長
五
年
以
来
、
そ
の
庇
護
に
あ
た
り
、
た
め
に
大
聖
人
は
佐
渡
配
流
以
前
は
、
名
越
に
草
庵
を
結
ん
だ
程
で
あ 

 
 
 

る
。
そ
の
尼
が
、
信
心
を
退
転
し
た
の
だ
か
ら
、
影
響
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
但
し
こ
の
名
越 
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の
尼
は
、
大
聖
人
が
、
誰
し
も
夢
想
し
な
か
っ
た
、
佐
渡
御
赦
免
と
な
る
と
、
再
び
信
仰
を
つ
づ
け
る
よ
う
に
な 

 
 

り
、
八
年
後
の
建
治
三
年
に
は
、
大
聖
人
さ
ま
に
、
御
本
尊
書
写
を
お
願
い
申
し
出
た
が
、
大
聖
人
さ
ま
は
、
御 

 
 
 

本
尊
を
こ
の
尼
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

 

さ
て
こ
の
よ
う
な
鎌
倉
の
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
大
聖
人
さ
ま
は
「
日
蓮
が
強ご

う

義
経
文
に
符
合
せ
り
」
と
の
見 

 
 
 

地
か
ら
執
筆
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
が
法
華
経
の
本
当
の
精
神
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。  

 

日
本
に
弘
ま
っ
た
宗
旨
だ
け
で
も
十
指
に
あ
ま
る
が
法
華
経
と
い
う
経
典
が
一
番
の
径
文
で
あ
り
、
釈
尊
自
ら 

 
 
 

が
「
諸
経
中
王
最
為
第
一
」
と
言
わ
れ
て
お
る
こ
と
を
開
目
抄
で
は
徹
底
的
に
論
じ
ら
れ
、
つ
い
で
、
そ
の
法
華 

 
 
 

経
の
弘
ま
る
べ
き
時
機
は
い
つ
か
と
言
う
と
、
末
法
の
今
で
あ
る
と
申
さ
れ
て
お
る
。
こ
れ
も
ま
た
法
華
経
に
、 

 
 

「
後
五
百
歳
広
宣
流
布
」
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
大
聖
人
さ
ま
の
断
定
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
法
華
経
が
末
法
に
於
い
て
流
布
す
る
と
言
っ
て
も
、
そ
の
弘
ま
る
所
の
中
心
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

そ
の
中
心
は
日
本
国
な
の
で
あ
る
。 

 

今
暫
く
、
日
寛
上
人
の
御
指
南
を
拝
借
す
る
。  

「
第
四
に
国
を
知
る
と
は
通
じ
て
之
れ
を
論
ず
れ
ば
法
華
有
縁
の
国
な
り
、
別
し
て
之
れ
を
論
ず
れ
ば
本
門
三
大 

 
 
 

秘
法
広
宣
流
布
の
根
本
の
妙
国
な
り
、 

 

日
本
の
名
に
し
ば
ら
く
三
意
あ
り
、 

 

㈠ 

に
は
所
弘
の
法
を
表
じ
て
日
本
と
名
く
る
な
り
、
謂
く
日
は
こ
れ
能
譬
、
本
は
こ
れ
所
譬
、
法
譬
と
も
に 
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挙
げ
て
日
本
と
名
く
る
な
り
、
経
に
い
わ
く
、
又
日
天
子
の
能
く
諸
の
闇
を
除
く
が
如
し
、
宗
祖
い
わ
く
、 

 
 
 
 

「
日
蓮
曰
く
日
は
本
門
に
譬
ふ
る
な
り
」
、
日
は
文
底
独
一
本
門
に
譬
ふ
る
な
り
、
四
条
抄
に
名
の
目
出
度
き
は 

 
 
 

日
本
第
一
と
云
う
是
な
り
。 

 

㈡ 

に
能
弘
の
人
を
表
し
て
日
本
と
名
く
る
な
り
、
謂
く
日
蓮
が
本
国
な
る
が
故
な
り
、
故
に
顕
仏
未
来
記
に 

 
 
 

い
わ
く
、
天
竺
漢
土
に
亦
法
華
経
の
行
者
之
あ
る
か
如
何
ん
。
答
え
て
い
わ
く
四
天
下
の
中
に
全
く
二
の
日
な
く 

 
 
 

四
海
の
内
に
豈
両
主
あ
ら
ん
や
云
々
、
故
に
知
ぬ
こ
の
国
は
日
蓮
の
本
国
な
り
。 

 

㈢ 

に
は
本
門
広
布
の
根
本
を
表
し
て
日
本
と
名
づ
く
る
な
り
、
謂
く
日
は
即
ち
文
底
独
一
の
本
門
三
大
秘
法 

 
 
 

な
り
、
本
は
即
ち
こ
の
秘
法
広
宣
流
布
の
根
本
な
り
、
故
に
日
本
と
云
う
な
り
。
応
に
知
る
べ
し
月
は
西
よ
り
東 

 
 
 

に
向
う
、
日
は
東
よ
り
西
に
入
る
之
を
思
ひ
合
す
べ
し
、
し
か
れ
ば
即
ち
日
本
国
は
本
因
妙
の
教
主
日
蓮
大
聖
人 

 
 
 

の
本
国
に
し
て
本
門
三
大
秘
法
広
宣
流
布
の
根
本
の
国
な
り
」
（
聖
典
八
八
六
ペ
ー
ジ
） 

 

以
上
が
、
日
本
国
と
日
蓮
大
聖
人
さ
ま
と
の
霊
瑞
感
通
の
嘉か

名め
い

早
立
の
故
で
後
述
の
文
を
今
は
略
し
て
お
く
。 

   

さ
て
末
法
に
法
華
経
が
日
本
を
中
心
と
し
て
ひ
ろ
め
な
け
れ
ば
な
ら
ん
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
う
い 

 
 
 

う
態
度
で
こ
れ
を
弘
め
る
か
と
言
う
と
、
こ
れ
は
折
伏
に
よ
る
以
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
折
伏
を
す
れ
ば
難
の
く 

 
 
 

る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
で
は
、
そ
の
前
代
未
聞
の
法
華
経
の
折
伏
者
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
人
で
あ
る
の
だ
ろ 
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う
か
。
読
者
は
必
ら
ず
開
目
抄
を
読
む
も
の
、
或
い
は
読
ん
だ
も
の
と
し
て
そ
の
内
容
に
は
十
分
に
ふ
れ
な
い 

 
 
 

が
、
こ
の
開
目
抄
だ
げ
を
読
ん
で
、
大
聖
人
さ
ま
に
帰
依
し
た
有
名
な
人
々
の
お
る
こ
と
な
ど
を
忘
れ
て
は
な
ら 

 
 
 

な
い
。 

 

開
目
抄
の
大
意
に
つ
い
て
は
五
十
九
代
日
亨
上
人
の
大
意
述
作
を
略
述
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。 

「
そ
れ
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
も
の
三
つ
あ
り
、
主
師
親
こ
れ
な
り
」
と
そ
の
尊
敬
す
べ
き
主
目
を
標
出
し
、 

 
 
 

支
那
の
儒
道
よ
り
印
度
の
バ
ラ
モ
ン
に
及
び
又
三
国
の
仏
道
に
そ
の
時
々
の
主
師
親
を
判
釈
し
て
最
後
に
「
日
蓮 

 
 
 

は
日
本
国
の
諸
人
の
主
師
親
な
り
」
と
結
勧
さ
れ
て
お
る
。
繁
煩
な
引
文
は
省
略
す
る
と
し
て
、
こ
こ
に
最
も
驚 

 
 
 

愕
す
べ
き
大
問
題
は
、
説
道
の
順
次
に
よ
ら
ず
し
て
、
突
如
と
し
て
昻
起
せ
る
左
の
聖
文
で
あ
る
。 

「
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
、
寿
量
品
の
文
の
底
に
秘
し
し
づ
め
た
り
、
竜
樹
、
天
親
、
知
っ
て
し 

 
 
 

か
も
い
ま
だ
、
ひ
ろ
い
い
だ
さ
ず
、
但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
り
」
（
全
集
一
八
九
ペ
ー
ジ
） 

 

こ
の
金
文
は
、
富
士
門
の
古
師
は
、
皆
本
抄
第
一
肝
要
の
文
底
深
秘
の
真
文
と
絶
唱
せ
ら
れ
て
お
る
に
引
き
か 

 
 

え
、
他
門
で
は
冷
眼
視
勝
ち
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
文
が
下
巻
に
も
入
り
、
又
本
迩
相
対
の
要
所
に
で
も
あ
る
の 

 
 
 

な
ら
重
要
視
せ
ん
も
、
今
は
全
く
権
実
相
対
の
序
文
に
略
説
せ
ら
る
る
天
台
付
順
の
一
念
三
千
説
の
よ
う
に
み
ゆ 

 
 
 

る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
聖
人
主
張
の
極
説
に
は
間
遠
い
こ
と
の
よ
う
に
か
た
づ
け
て
、
大
悲
深
秘
の
文
脈
に
思
い 

 
 
 

つ
か
ず
し
て
却
っ
て
富
正
義
を
妄
判
し
て
お
る
。
正
宗
の
信
者
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
異
見
の
人
々
も
深
く 

 
 
 

こ
こ
に
開
目
し
て
、
こ
の
見
地
に
た
ち
て
、
長
篇
の
権
実
、
本
述
相
対
的
に
の
べ
ら
れ
て
お
る
史
説
に
も
、
法
理 
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に
も
暢
達
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。
大
聖
人
自
ら
、
「
こ
れ
は
魂
魄
佐
渡
の
国
に
至
る
」
と
は
、
そ
の
聖
き
霊
な 

 
 
 

る
も
の
は
何
ぞ
と
言
う
時
、
極
々
上
級
に
み
て
そ
れ
は
上
行
菩
薩
で
あ
り
。
そ
れ
が
大
聖
人
の
本
地
で
あ
る
と
す 

 
 

る
。
即
ち
竜
口
で
発
迹
顕
本
し
た
と
迄
し
か
目
が
開
か
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
富
土
門
古
抄
の
所
判
の
如
く 

 
 
 

「
他
は
全
く
閉
眼
盲
目
で
日
興
一
人
の
み
が
開
目
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
即
ち
師
弟
不
二
・
師
資
相
伝
の
辺
か 

 
 
 

ら
言
う
と
き
五
老
（
註
八
）
は
閉
眼
盲
目
、
日
興
上
人
一
人
の
み
開
目
正
視
と
な
る
。 

 

示
同
凡
夫
僧
の
日
蓮
の
首
は
竜
口
で
刎
ね
ら
れ
て
、
死
後
の
心
霊
が
、
佐
渡
よ
り
開
目
抄
を
遺
教
と
す
る
御
文 

 
 
 

の
意
を
、
一
般
の
日
蓮
教
徒
は
、
こ
の
心
霊
の
本
地
こ
そ
、
法
華
本
門
に
顕
わ
れ
た
る
、
六
万
恒
沙

ご
う
じ
ゃ

の
大
菩
薩
の 

 
 
 

上
首
た
る
上
行
菩
薩
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
大
聖
人
は
本
化
上
行
菩
薩
の
再
誕
と
し
て
尊
敬
し
、
最
大
上
級
の
信
念 

 
 
 

を
発
起
し
た
も
の
と
自
負
し
て
お
る
よ
う
で
あ
る
が
、
却
っ
て
煩
悩
無
明
の
断
否
を
無
視
し
た
る
に
拘
わ
ら
ず
、 

 
 
 

内
実
に
は
、
凡
夫
僧
の
宗
祖
を
ば
、
強
い
て
教
相
文
上
の
菩
薩
の
断
惑
位
の
高
地
に
押
し
上
げ
た
る
か
に
み
ゆ
る 

 
 
 

は
如
何
な
も
の
か
。
こ
れ
よ
り
も
未
断
惑
な
る
元
初
本
因
妙
の
初
位
に
落
居
せ
し
め
て
こ
そ
、
却
っ
て
我
等
一
迷 

 
 
 

を
断
じ
得
ぬ
人
倫
の
中
に
沈
没
し
て
一
歩
も
浮
か
び
出
で
ざ
る
迷
者
に
対
せ
ら
る
る
こ
そ
能
所
相
応
し
て
久
未
一 

 
 
 

雙
の
利
益
が
輝
く
で
は
な
い
か
」 

 

以
上
は
堀
上
人
の
所
説
の
引
用
で
あ
る
が
、 

 

要
す
る
に
一
念
三
千
の
法
門
は
成
仏
を
論
ず
る
原
理
で
あ
る
が
、
「
寿
量
品
ノ
文
ノ
上
ト
ハ
在
世
ノ
寿
量
品
ノ 

 
 
 

コ
ト
、
文
ノ
底
ト
ハ
滅
後
末
法
ノ
寿
量
品
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
の
日
要
師
の
言
葉
が
一
番
理
解
し
や
す
い
。
そ
し
て
、 
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末
法
は
文
底
の
寿
量
品
で
な
け
れ
ば
、
わ
れ
等
は
救
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
わ
れ
等
を
救
っ
て
下
さ
れ
る
方
は
、 

 
 
 

こ
の
文
底
の
寿
量
品
を
示
す
と
こ
ろ
の
大
聖
人
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を
明
か
す
の
で
あ
る
。 

「
在
世
ノ
本
門
卜
末
法
ノ
初
ト
ハ
一
同
に
純
円
ナ
リ
、
但
シ
彼
レ
ハ
脱
、
此
レ
ハ
種
ナ
リ
、
彼
レ
ハ
一
品
二
半
、 

 
 
 

コ
レ
ハ
但
題
目
ノ
五
宇
ナ
リ
」
（
全
集
二
四
九
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。
「
総
シ
テ
当
宗
当
家
ノ
心
ハ
久
遠
常
住
デ
三 

 
 
 

世
ノ
中
ニ
ハ
過
去
二
宗
旨
ヲ
立
ル
ナ
リ
」
と
日
要
師
が
言
わ
れ
た
の
は
大
石
寺
九
代
の
日
有
上
人
の 

「
当
宗
本
尊
の
こ
と
、
日
蓮
聖
人
に
限
り
奉
る
べ
し
、
よ
っ
て
今
の
弘
法
は
流
通
な
り
滅
後
の
宗
旨
な
る
が
故
に 

 
 
 

未
断
惑
の
導
師
を
本
尊
と
す
る
な
り
」
（
聖
典
九
七
九
ペ
ー
ジ
） 

「
当
宗
に
は
断
惑
証
理
の
在
世
正
宗
の
機
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
釈
迦
を
ば
本
尊
に
は
安
置
せ
ざ
る
な
り
、
（
略
） 

 
 
 

釈
迦
の
因
行
を
本
尊
と
す
る
な
り
、
そ
の
故
は
我
等
が
高
祖
日
蓮
聖
人
に
て
在
は
す
な
り
」 

（
聖
典
九
九
六
ペ
ー 

 

ジ
）
が
以
上
の
言
葉
の
証
明
と
も
な
る
の
で
あ
る
。 

 

開
目
抄
劈
頭
の
「
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
も
の
三
つ
あ
り
所
謂
主
師
親
こ
れ
な
り
」
（
全
集
一
八
六
ペ
ー
ジ
） 

 

は
、 

「
大
願
を
立
て
ん
、
日
本
国
の
位
を
ゆ
ず
ら
ん
、
法
華
経
を
す
て
て
観
経
に
つ
い
て
後
生
を
ご
せ
よ
。
父
母
の
頸 

 
 
 

を
は
ね
ん
、
念
仏
申
さ
ず
ば
、
な
ん
ど
の
種
々
の
大
難
出
来
す
と
も
智
者
に
我
義
や
ぶ
ら
れ
ず
ば
用
い
じ
と
な
り 

 
 

（
我
が
義
が
破
ぶ
ら
れ
な
い
限
り
断
乎
と
し
て
従
う
こ
と
が
で
き
ぬ
）
我
日
本
の
柱
と
な
ら
ん
（
主
の
徳
）
我
れ
日 

 
 

本
の
眼
目
と
な
ら
ん
（
師
の
徳
）
我
れ
日
本
の
大
船
と
な
ら
ん
（
親
の
徳
）
等
と
誓
い
し
願
や
ぶ
る
べ
か
ら
ず
」 
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（
全
集
二
三
二
ペ
ー
ジ
） 

の
三
大
誓
願
に
結
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

（
註
一
） 
種
々
御
振
舞
御
書 

（
註
二
）  

こ
の
開
目
抄
は
、
日
蓮
の
魂
魄
が
佐
渡
に
き
て
雪
の
中
で
書
い
た
も
の
だ
か
ら
、
霊
魂
が
書
い
た
も 

 

の
だ
と
思
え
ば
恐
ろ
し
く
も
あ
ろ
う
が
、
日
蓮
と
因
縁
あ
さ
が
ら
ぬ
弟
子
達
に
は
年
来
の
関
係
を
お
も 

 

え
ば
、
そ
の
人
達
は
な
つ
か
し
く
お
も
う
だ
ろ
う
が
、
そ
う
で
な
い
他
人
が
み
た
ら
本
当
に
お
そ
ろ
し 

 

い
と
思
う
で
あ
ろ
う
。  

（
註
三
）
、
（
註
四
） 

開
目
抄
中
の
御
文
章 

（
註
五
）  

法
華
本
門
開
目
抄
聞
書
、
保
田
妙
本
寺
日
要
、
祖
滅
二
百
十
年
頃 

（
註
六
）  

開
目
抄
詳
解
上
、
西
山
本
門
寺
未
湛
如
日
応
、
祖
滅
三
百
六
十
年
頃 

（
註
七
）  

註
（
五
）
の
引
用 

（
註
八
）  

日
昭
、
日
朗
、
日
向
、
日
頂
、
日
持
、
大
聖
人
さ
ま
の
お
弟
子 
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